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特集：ソフトウェア管理技術の最新動向を探る

--------------------------------------------------------------------

　当社では，1989 年から，ソフトウェア開発における

QC活動の一環として CMMなどのモデルを用いたプロ

セス品質の向上に取り組んできた．その経験から，組織

の成熟度レベルを向上していく過程で直面する共通的な

課題があることを認識した．我々は，プロセス改善を効

果的かつ効率的に推進するため，それらの課題解決に向

けた共通基盤技術の研究開発を行っている．本稿では，

研究開発の成果とその普及展開を中心に，当社における

プロセス評価・改善活動を紹介する．

------------------------------------------------------------------------------------------------

 プロセス改善への取り組みの背景

　当社が 1977年来提唱してきた C&C（コンピュータと
コミュニケーションの融合）はさらなる発展を遂げ，イ
ンターネットを機軸としたネットワーク新社会が形成さ
れつつある．当社では，企業，官公庁，個人のニーズに
合致したインターネットフォーカスのソリューションを
提供することを主要なミッションとし，最先端の技術を
用いて，多岐にわたる SI（System Integration）事業をグ
ローバルに展開している．
　SI事業の展開において，今やソフトウェアはシステ
ムの機能を実現する手段であるばかりでなく，ビジネス
の仕組みそれ自体を実現する手段となっており，製品，
サービスに占めるソフトウェアの位置づけはますます重
要性を増しつつある．SI事業者が，顧客や利用者のニ
ーズを満たし，社会からの信頼を勝ち取るには，ソフト
ウェアを開発する能力を組織として獲得し，安定的に発
揮していくことが必要である．その実現にあたっては，
個々の要員のスキルを高めることも重要であるが，開発
管理の技術やツールを含め合わせた組織的なプロセスの
整備が不可欠である．
　現在我々は，SI プロセス革新と銘打ち，CMM

（Capability Maturity Model）1）☆ 1 および CMMI（CMM 

Integration）2）☆ 1に基づくプロセス改善を核とした施策
を展開している．プロセス改善への取り組みが加速して
いる背景としては，次に示すような，開発スタイルの変
化がある．
 • 分散協調開発体制への移行：システムを社内リソース
のみで開発する体制から，オフショアを含めた分散協
調開発体制への移行が進んでいる．国際的に認知され
た標準的なフレームワークに基づいて開発と管理を実
践することによって，カルチャギャップ，コミュニケ
ーションギャップ等による開発効率の低下を未然に防
ぐことが期待されている．

 • プロジェクトの多様化：システム開発に対する顧客ニ
ーズの多様化により，大規模案件を担当してきた部門
でも，経験のない小規模・短納期の開発を受注するケ
ースが増えてきている．プロジェクトの特徴に応じた
標準プロセス定義を促進し，部門内のみならず部門横
断的な開発管理ノウハウの共有化が望まれている．

 • 機能別組織からプロジェクト型組織への移行：特定組
織の固定的なメンバが永続的に同種のシステムを開
発・保守する形態から，案件に応じて社内外複数組織
からメンバが集まりプロジェクトが生成・消滅する形
態への移行が進んでいる．プロジェクトの開発ノウハ
ウを組織が収集・蓄積し，後続のプロジェクトに継承
する仕組みの構築が求められている 3）．

　このような開発スタイルの変化に対応して，求められ
る機能と品質を備えたシステムを効率的に開発していく
ためには，何を作るかに加え，いかに作るかに焦点を当
てる必要がある．我々は，プロセス改善活動をプロセス
指向のシステム開発を推進する有効なドライバと位置付
け，展開している．

込山俊博
日本電気（株）
NECソリューションズ  インターネット基盤開発本部
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ソフトウェアプロセス成熟度向上のための
基盤技術の開発と展開3
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by Carnegie Mellon University.
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プロセス改善活動展開の経緯

　当社では，ソフトウェア，特にその品質の重要性を
認識し，1981年から「プロセスの品質とプロダクトの
品質の向上」を活動目標とする SWQC （Software Quality 

Control）活動を開始した．その後，いくつかの段階を
経て全社的なソフトウェア品質向上活動を展開してき
た．SWQC第 1期では，これまでハードウェア分野で成
功を収めてきた QCアプローチのソフトウェア分野への
適用を促すための意識改革が進められた．第 2期では，
最先端の生産技術の導入や QC手法を利用したデータに
基づく管理など小集団活動をベースとした品質および
生産性向上のための創意工夫が促進され，半期に一度の
論文発表大会を催してノウハウの共有化が図られた．第
3期には，ソフトウェア事業の革新を標榜して，経営層
のリーダシップの下で ISO 90014）や CMMなどのグロー
バルに通用する標準的なフレームワークに沿った体系的
な改善活動が推進された．その後，活動名称を SPEED

（Software Process and Performance Evolution, Empowerment 

Drive）と改め，日本経営品質賞 5）のフレームワークの
下で，顧客満足，従業員満足，事業成果，社会的責任な

ど事業体として標榜すべきより上位の目標達成に向けた
活動へと発展してきている．
　成熟度モデルに基づくプロセス評価・改善は，プ
ロセス品質を向上するための主要な施策という認識
の下，SWQC活動の一環として開始された．1989年，
米カーネギーメロン大学・ソフトウェア工学研究所
（SEI: Software Engineering Institute）の Humphreyの著書
“Managing the software process”の出版を機に，SWQC活
動推進のコアメンバがプロセス成熟度の考え方の重要
性を認識し，調査研究を開始した．その後，数次に渡
って全社的な委員会を設置し，プロセス改善の展開に向
けた試行，ガイドブックの作成，内部アセッサの育成な
どを実施してきた．また，委員会活動と連携かつ並行し
て，研究部門主体に，当社の組織特性に合致したプロセ
ス評価・改善の方法，ならびに展開を効率化するための
ツールを開発し，活用してきた．それらの活動の成果を
表 -1および表 -2に示す．

プロセス改善フレームワークの統合

　プロセス改善活動の展開と並行して，1996年に ISO 

9001:1994に基づく品質システムの認証制度がソフトウ
ェア部門にも拡大され，当社でも多数のソフトウェア部
門が認証取得に動き出した．また，1995年に創設され
た日本経営品質賞を半導体部門が取得したことを契機と

・CMMアセスメントの進め方
・プロセス技術調査研究報告書

・公式アセスメントで得たノウハウのガイド化
・CMMベースの内部アセスメント試行
・PSP 

*3
 およびTSP　の調査研究 *4

・ISO9001:2000とCMMとの関係の分析

CMM Ver.1.1への
移行と新技術へ
の取り組み

SPEED技術委員会
プロセス専門部会
1998～2000

・22名の内部アセッサ
・アセッサ育成コーステキスト
・ソフトウェアアセスメント手法（第3版）
　

・内部アセッサのOJTを目的としたアセスメント
　の実施：5部門で9回

SPAの展開とア
セッサの育成

SWQC第３次SPA委員会
1996～1998

・アセスメント施行先の拡大：4部門
・内部アセッサからのノウハウ，教訓のフィード
　バックによる評価手法の強化

SPAの試行評価と
ノウハウの収集

SWQC第２次SPA委員会
1994～1995

ソフトウェアアセスメント手法（第1版）・PMM 
*2　6）
を用いたアセスメントの施行：1部門

・ビデオ撮影によるアセスメント過程の分析
 （質問事項の解釈，インタビューの仕方など）

SPAの普及に向
けた調査研究

SWQC第１次SPA 
*1
委員会

1991～1992

成果活動目的

��� �������� ������� ����������
��� ������� �������� �����
��� �������� �������� �������☆�

��� ���� �������� �������☆�

委員会名

ソフトウェアアセスメント手法（第2版）

�g���N�X�����`
��� �������� ������� ����������� ��� ���������� �������������
��� ������� ������ �������� ��������� ���������

方法論／ツール名 目的 概要

SPICE9000 :
1996

NEC版SPA:1996

内部監査とプロセス
アセスメントの統合
による受診部門の負
荷軽減

SLCP   に基づくアセス
メント方式の確立

＊2

・SPICE   のプラクティスとISO9001の要件
　との対応表作成とプラクティスの補完
・アセスメントの評定結果を用いた
　ISO9001の適合度評価

・SLCPのWBS（Work Breakdown Structure）
　の細分化と成熟度レベルへの対応付け
・計量管理強化のための成熟度レベル別の
　メトリクスの定義

＊1

表 -1　委員会活動の成果

表 -2　研究開発活動の成果例

☆ 2 SCE, PSP and TSP are service marks of Carnegie Mellon University.
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して，システム部門でも経営品質向上への取り組みが開
始された．
　このような動きに伴って，社内の各部門から，異なる
フレームワークに基づく複数のアセスメントや監査への
対応は，効果性，効率性の観点から問題があるとの声が
出始めた．この課題に対して，推進サイドは ISO 9001，
CMM，経営品質の 3つのフレームワークの関係を分析
し，要件間の対応関係を明確にした上で，個々のフレー
ムワークの長所を活かした図 -1の基本的な推進のステ
ップを提示した．
　一連のステップでは，部門の最終目標を事業的な観点
から見た卓越性の追求に置いている．そのためのアプロ
ーチとして，まずは ISO 9001のフレームワークに沿っ
て品質システムを構築し，プロセス改善の基盤を確立す
る．次に，品質システムを基盤とする組織のプロセスを
CMMのフレームワークを用いて評価・改善し，組織の
パフォーマンス（品質，生産性など）を向上する．さら

には，事業としての卓越性を追求するために，経営品質
のフレームワークに従って組織全体のマネジメントシス
テムの改善に継続的に取り組むというというものである．

プロセスアセスメント方式

　当社では，CMMに基づく公式のアセスメント方式で
ある CBA-IPI（CMM Based Appraisal for Internal Process 

Improvement）のほかに，プロセス改善の立ち上げ段階
で現状を自己診断するための手段や公式アセスメントに
先立ってプロセス上の課題の洗い出しや改善状況の中間
チェックを行うための方式を開発し，利用している．以
下，それらについて説明する．

◆自己診断ツール

　アセスメントの普及展開に伴って，プロセスアセス
メントに関心を持つ社内のさまざまな部門から，評価
者（内部アセッサまたは SEI認定リードアセッサ）を招
聘することなく CMMの理解も含めて簡易に組織の成熟
度を判定したいとの要望が増えてきた．このようなニ
ーズに対応する目的で，1997年，研究部門の社内向け
ホームページ上に，Webブラウザを用いてWWW上で
CMM質問票に回答すると即座に自己診断結果が回答者
に提示されるページを作成した．図 -2に本ツールの画
面イメージを示す．その後，社内からのアセスメントの
要望が増え，評価者がすべての要望に対応しきれない場
合がでてきた．このような状況を打破するために，オン
ライン環境を活用してアセスメントをより効率的に実施
する方法を検討し，1998年に遠隔アセスメント支援シ

�����：卓越性の追及
　経営品質向上：日本経営品質賞，
　ベンチマーキング

������基盤構築（基本的手順の徹底）
　改善フレーム導入：：経営品質������� セルフアセスメント

　
品質システム基盤： �������

������計画的改善活動の継続
　改善サイクル：第三者アセスメント，プロセス改善
（���）とエンパワーメント，データマネジメント

図 -1　プロセス改善推進のステップ

質問票画面イメージ 結果表示画面イメージ

図 -2　WWW上での自己診断ツールの画面イメージ
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ステム：SoftKarteを開発した．このシステムは，評価者
が質問票への回答を受け取ったのち，ネットワークを通
して回答者にチャット形式でインタビューを行い，必要
に応じて評価者の制御下で回答者側の環境にある文書を
閲覧することを可能にしている．2002年には，CMMの
全プラクティスをカバーした EXCELベースの自己診断
ツールと方式を開発し，社内の SPI推進ポータルからダ
ウンロードして利用できるようにしている．

◆簡易アセスメント方式：NEC版 CMM

　CBA-IPIによる公式アセスメントは，結果の信頼性は
高いが，実施するにはそれなりの費用と工数が必要にな
る．プロセス改善の局面によっては，費用対効果の面か
ら見てそれが最適とは限らない．このような点を考慮し
て，たとえばプロセス改善状況の中間チェック等で，よ
り少ない投資で求められる精度の結果を得るための方法
として開発したものが NEC版 CMMである．
　開発にあたって，316項目ある CMMの評価観点（キ
ープラクティス）から，SEIの成熟度質問票 6）を参考に，
各プロセス領域に定義されたゴールとの結びつきの強さ
を考慮して主要なものを抽出し，131項目に絞り込んだ．
アセスメントの方法も，CBA-IPIのように SEI認定リー
ドアセッサと教育を受けた部門内要員からなるチームを
構成して行うのではなく，SEIの SCE（Software Capability 

Evaluation）☆ 2手法に近い方法で，内部アセッサが第三
者的に行う方法をとった．さらに，アセスメントの結果
として得られる評定データの分析方法を検討し，ツール
化して，プロセス領域ごとの弱みや強みのみならず，よ
り視覚的かつ客観的にプロセスの状況が把握できるよ
うにした．表 -3に CBA-IPI公式アセスメントと NEC版
CMMによる簡易アセスメントとの比較を示す．

成熟度レベル向上の共通課題

　当社では，CMMのほか，社内で開発した複数の方法
を用いてアセスメントを実施してきており，適用部門は
60組織を超えている．これまでのアセスメント結果か
ら，成熟度レベルごとに共通的な課題があることを認識
した．成熟度レベル 2から 4の達成に向けた主要課題は
次の通りである．
 • 成熟度レベル 1→ 2：プロジェクトマネージャの経験
と力量に過度に依存したプロジェクト運営が実施され
ており，プロジェクトマネジメントに関する基本的な
技法やツールが十分に活用されない．

 • 成熟度レベル 2→ 3：組織プロセスは確立されていた
としてもプロジェクト運営に役立つレベルの詳細さを
持たない（特にエンジニアリングプロセス）．また，
組織プロセスをベースにプロジェクトプロセスを定
義するための支援環境が十分でなく，プロジェクト
の特性や目標を考慮したテーラリングが十分に行われ
ない．

 • 成熟度レベル 3→ 4：データの収集がなされていたと
しても，組織レベル，プロジェクトレベルでのデータ
の活用が限定的で，データの見方も予実の対比にとど
まっている．使用するプロセスと関連付けた統計的な
意味でのパフォーマンスの把握とそれに基づいた実デ
ータの解釈が十分ではない．

成熟度レベル向上の基盤技術

　共通的な課題に対して，個別部門で対策を検討し施策
を展開するのは，必ずしも最善策ではない．我々は，共
通課題を解決するための基盤技術の研究開発を進めてい
る．また，組織の成熟度レベル向上を効果的かつ効率的

全般的な強みと改善の機会（���）
���別の強みと改善の機会（���）
���外の所見（���）

（提言の作成は別途実施）

カルテ（���＆報告書）
主要課題（���＆報告書）
改善提案（���＆報告書）
���別の所見（���＆報告書）

主要報告事項

��� ����������版���モデル

訓練：１週間

文書レビュー：１週間

アセスメント：１週間

文書レビュー＆アセスメント：４日間

報告書作成：１週間

報告会：���日

期間（�プロジェ
クト，L2のみ
の場合）

レベル，ＫＰＡ，ゴールの達成　
状況（達成／未達成＋達成率）

共通特質別，主要作業別の達成率　

回答者による評価のばらつき

プロセス改善の状況　など

外部アセッサ：�

����������������������������

���版���

簡易アセスメント

レベル，KPA，ゴールの達成状況
（達成／未達成）

外部アセッサ：���，内部アセッサ： �

������������������������������

�������

公式アセスメント

評価手順

評価項目数

所要人員

定量分析

表 -3　NEC 版 CMMと公式アセスメントの比較
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に推進するため，開発した技術の普及展開を含めた全社
レベルで施策を展開している．以下，それらをレベル別
に述べる．

◆成熟度レベル 2に向けて

　CMMにおいてレベル 2は ｢ 反復できるレベル ｣と呼
ばれ，各プロジェクトで日程，費用，機能の実現などに
関する基本的なプロジェクト管理の規範が確立されるこ
とが求められる．それによって，特定の業務領域におけ
る成功経験を反復することが可能になる．
　レベル 2では，標準や手順の整備によるプロジェク
ト運営の仕組みを確立するとともにプロジェクトを指
揮するプロジェクトマネージャのマネジメント能力向
上が重要な課題である．能力向上にあたっては，基礎
知識の習得とその実践力が問われる．当社では，プロ
ジェクトマネージャの能力向上の基盤として米 PMI

（Project Management Institute）の開発した知識体系であ
る PMBOK（Project Management Body Of Knowledge）7）を
活用している．CMMのレベル 2のプロジェクト管理に
関するキープロセス領域と PMBOKの知識領域との関係
を表 -4に示す．この PMBOKの知識体系に沿った各種
研修がプロジェクトリーダ向けに提供されている．さら
には，650名を超える規模のプロジェクトマネージャの
コミュニティ：MPM（Modern Project Management）フ
ォーラムを組織している．本コミュニティでは，PMに
関する社外動向や事例などの情報提供のほか，事例報告
会やリーダ育成研修などを実施して，実践的なノウハウ
共有や，より高度な知識獲得の機会を提供している 8）．

◆成熟度レベル 3に向けて

　CMMにおいてレベル 3は「定義されたレベル」と呼
ばれ，組織内のプロジェクトが自プロジェクトのプロセ
スを定義する際の雛形として利用できる組織標準プロセ
スを確立するとともに，プロジェクトに蓄積されたノウ
ハウ，技術，データなどを組織として共有し，組織横断

的に活用するための基盤を構築することが求められる．
　レベル 3のポイントの 1つは，組織内の全プロジェク
トの開発・管理の基盤となる組織標準プロセスを定義す
ることである．それをベースに各プロジェクトは，プロ
ジェクトの特性や実績，適用する技法やツールなどを考
慮し，組織標準プロセスをテーラリングしてプロジェク
トの定義されたプロセスを作成し，それに沿った計画を
立案した上で業務を遂行・制御する．一連の過程で，真
にプロジェクトの役に立つ組織標準プロセスの定義は容
易ではない．プロセス定義のテンプレートやルールが明
確でない場合，領域によってプロセス定義の粒度やスタ
イルが不統一になる場合が多い．
　当社では，全システム部門が参照可能な標準プロセ
スを用意し，各組織はそれを用いて自組織向けの標準プ
ロセスを定義できる環境を整えつつある．標準プロセス
は，図 -3に示すようにコアプロセスとリファレンスプ
ロセスの 2階層構造である．
　コアプロセスは，2つの役割を持っている．1つは，
プロセスアーキテクチャとしての役割で，プロセス定義
において盛り込むべき内容とそのスタイルを規定してい
る．もう 1つは汎用プロセスとしての役割で，全リファ
レンスプロセスのテーラリング元となるために，組織や
製品の特性とは無関係に適用可能なレベルのワークフロ
ーや作業定義を備えている．リファレンスプロセスは，
システムのミッションクリティカリティ，規模，言語，
開発環境などの違いを考慮して，特定ドメインでのプロ
ジェクト特性を考慮して作成された特定ドメイン向けの
標準プロセスである．
　各組織では，既成のリファレンスプロセスの中で自組
織の特性に合致したものをそのまま利用することもでき
るし，それをカスタマイズすることもできるし，コアプ
ロセスをベースに新規に自組織向けのプロセスを作成す
ることもできる．プロジェクトでは，上記のいずれかに
よって選択または作成されたプロセスを組織標準プロセ
スと位置づけ，プロジェクトはそれをテーラリングして

品質計画と品質保証品質ソフトウェア品質保証

各エリアの計画立案とプロ
ジェクト計画書作成

統合，スコープ，タイム，
コスト，品質，組織，コミュ
ニケーション，リスク，調達

ソフトウェア
プロジェクト計画

進捗管理とリスク監視コミュニケーション，リス
ク

ソフトウェアプロ
ジェクト進捗管理

発注先選定と発注先の管理調達ソフトウェア外注管理
　

構成管理統合（変更管理）ソフトウェア構成管理

要件のうち，プロジェクト
スコープに関する計画と管理

スコープ要件管理2：反復できる

概要知識エリアキープロセス領域成熟度レベル

��������

表 -4　CMMと PMBOK の関係
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プロジェクトの定義されたプロセスを作成する．
　新規にリファレンスプロセスを定義する場合，その
統一性が問題になる．コアプロセスをベースとすること
でそれが確保される．先に触れたように，コアプロセス
は，全社で守るべきプロセス定義のルールとしての位置
づけを持ち合わせている．それを徹底するための適用ガ
イドもある．なお，リファレンスプロセスをカスタマイ
ズしたプロセスは適用ガイド強化のインプットとなり，
新規に作成されたプロセスは新規分野のリファレンスプ
ロセスの候補となる．
　これまでに多くの標準プロセスが作成されてきたが，
それらが資産として活用されているとは言いがたい．コ
アプロセスをベースにしたリファレンスプロセスの定義
を定着することで，統一的な形で記述された分野別の標
準プロセスが蓄積され，それらを資産化して再利用を推

進することができると考えている．

◆成熟度レベル 4に向けて

　CMMにおいてレベル 4は「管理されたレベル」と呼
ばれ，プロセスおよびプロダクトの品質に関するデータ
を収集・分析し，それらをデータに基づいて管理するこ
とが求められる．統計的分析を行い，組織およびプロジ
ェクトのプロセスパフォーマンス尺度を設定し，それら
の平均，分散，管理限界値などを把握し，予測する．
　CMMにおいて，定量的な管理は，レベル 4に至って
初めて実践されるものではない．実際，レベルを問わず
全キープロセス領域には，｢ 計測と分析 ｣のコモンフィ
ーチャに属するキープラクティスが定義されており，当
該プロセスの遂行状況をデータに基づいて監視すること
が求められる．また，レベル 2の ｢ソフトウェアプロジ
ェクト計画 ｣や ｢ソフトウェアプロジェクト進捗管理 ｣
のキープロセス領域では，規模，工数，コスト，コンピ
ュータ資源などに関する見積もりと予実管理が求められ
ており，レベル 3の「統合ソフトウェア管理」のキープ
ロセス領域では，プロセスデータベースに蓄積されたデ
ータに基づくより精度の高い見積もりと予実管理が求め
られる．
　計量管理の規範を整備していくためには，データの収
集，蓄積，分析，活用をレベル横断的に繰り返す必要が
ある．計量管理を効果的かつ効率的に展開するための施
策として，品質会計制度とコラボレーション型プロジェ
クト管理システム：ProcessDirectorを基盤とした計量管
理活動の支援環境整備がある．

◆品質会計制度

　品質会計制度は，元々ソフトウ
ェア品質の主要な観点である信頼
性を保証するために考案された制
度である．同制度では，ソフトウ
ェアに内在するバグに着目し，そ
れを出荷時に 0とすることを目標
とする．コーディングまでに作り
こまれたバグは負債とみなし，各
工程で実施するレビューおよびテ
ストによって摘出したバグをもっ
てこの負債を返済し，負債が 0と
なった時点で出荷可と判定する考
え方である．
　品質会計制度では，過去の実績
データおよび当該ソフトウェアの
規模や難易度を考慮して各工程で
摘出すべきバグ数の目標値を設定
し，実績との対比で品質を制御す

コアプロセス

プロジェクト�プロジェクト� プロジェクト� ・・・

・・・

ドメインへの特化

超大規模
ミッション
クリティカル
開発

����
中規模
開発

パッケージ
利用開発

リファレンス
プロセス

テーラリング

プロジェクトの
定義されたプロセス

新規作成カストマイズ

既存資産活用

図 -3　標準プロセスのアーキテクチャ

図 -4　ProcessDirector の画面イメージ
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特集：ソフトウェア管理技術の最新動向を探る

る（図 -4参照）．この品質会計制度に基づく品質管理を
拡張して，組織ごと，プロジェクトごとに設定したプロ
セスおよびプロダクトの目標（規模，工数，スケジュー
ルなど）をフェーズ単位に展開し，多角的な観点からの
計量管理を実施している．また，外注先に対しては，担
当するコンポーネントの規模や難易度をベースに工程別
の目標値を割り当て，共通のフレームワークの下で計量
管理を実施している．

◆ProcessDirector

　前述の品質会計制度を中心としたデータ収集ならび
にその蓄積，分析，活用をサポートする IT基盤として
ProcessDirectorがある．ProcessDirectorは表 -5のような機
能を有した統合的なプロセスマネジメントシステムであ
り，その 1つのコンポーネントとしてプロセスおよびプ
ロダクトの品質計測を支援する以下の機能を有している．
 • 集計表カスタマイズ：組織およびプロジェクトの特性
に応じて，各フェーズで収集するデータ項目，データ
収集の単位，使用する見積もりモデルなどを定義し，
目標値の設定を支援する．

 •  進捗・品質管理の実施：担当者別に割り当てたデータ
収集項目に対する実績データの入力を促し，目標値に
対する実績値を表形式あるいはグラフ表示してプロジ
ェクトの状況把握を支援する（図 -4参照）．また，プ
ロジェクト管理や統計分析のための他の主要な市販ツ
ールとの連携用インタフェースも規定されており，拡
張性を備えている．

 •  管理情報集計：設定されたデータ項目に対する目標値
ならびに実績値の履歴データをデータベースに自動登
録し，他プロジェクトならびに以降のプロジェクトか
らの実績データの参照を支援する．

今後の展望
　プロセス改善活動では，事業環境，顧客ニーズ，技
術動向の変化に対応した継続的な取り組みとプロセス改
善に伴うパフォーマンス向上が重要である．そのために
は，診断局面で的確な現状把握を行い，改善局面でベス
トプラクティス，技術，ツールなどを有効活用し，評価
局面で改善効果を検証することが必要である．そのサ
イクルを確実に回していくため，プロセス評価・改善に
関する技術やツール，その適用に伴うコンテンツ，デー
タ，利用ノウハウ等が蓄積された全社的ライブラリ構築
を進めている 9）．
　また，2002年に CMMI V1.1が正式リリースされ，
CMMから CMMIへの移行に取り組んでいる．CMMI向
けの自己診断ツールやモデル解釈のガイドを整備し，こ
れらを用いて先行部門での公式，非公式なアセスメント
を実施している．今後，それらを通して獲得したノウハ
ウや教訓を蓄積し，CMMIをより効果的に活用するた
めの基盤技術開発を推進していく．
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作業割当～確認依頼～確認の作業の流れを定義し，成果物を電子承認ワークフロー

成果物ベース（業務，機能，モジュール）の進捗状況の収集，集計，視覚的表示進捗管理

プロジェクトメンバからの報告（週報など）の登録管理状況報告

さまざまな局面で発生した課題の発生から解決までの一元管理課題管理

プロジェクト計画書および完了報告書の登録管理プロジェクト計画書（ �������対応）拡
張
機
能

プロジェクトにおける審査情報（予定日，実施日，審査結果）を管理審査実施（�������対応）

プロジェクトで発生する各種イベントの管理イベント管理（�������対応）

レビュー記録票，障害処理票などを入力として品質情報を表やグラフで表
示するほか，成果物へのアクセス回数などのプロセス計測を支援

品質管理，障害管理，プロセス
計測（����対応）

国内外パートナー，����などとメッセージ交換� 成果物授受を実現コラボレーション開発環境

営業が客先から入手した契約確定前の受注案件を登録管理し，リスク判定後
プロジェクトとして昇格登録

受注案件管理

コンテンツ概要，属性の定義を行い，コンテンツごとの再利用を可能にし，
ナレッジマネジメントシステムと連携

ナレッジ共有

組織のプロジェクト情報を経営トップ，上位管理者，スタッフ向けに提供組織管理

プロジェクト成果物を作業体系に基づき整備／共有コンテンツ共有基
本
管
理
機
能

機能概要サポート機能

表 -5　ProcessDirector の機能一覧




